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【研究報告】

エチオピア都市部における伝統的ダンスの

特徴とダンサーの実践にかんする考察―状

況に応じた演じ分けにかんする数理解析を

もとに―

相原 進・赤岡佑治

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科

1. はじめに

エチオピア連邦民主共和国（以下、エチオピア

と記す）は 80 以上の民族と 100 を越す言語が存

在する多民族・多言語国家であり、それぞれに固

有のダンスが継承されている。都市部の劇場やレ

ストランでは、市民や観光客を対象として、各地

に伝わるダンスをもとにした演目が演じられて

いる（図 1）。

図 1 レストラン「2000ハベシャ」での上演の様子（筆

者撮影・撮影日 2018年 2月 23日）

本研究の目的は、ダンスの動作について、とく

に状況に応じたダンスの演じ分けとテンポのコ

ントロール方法に着目し、モーションキャプチャ

と聞き取りを併用して分析することである。これ

まで筆者は、アラン・ローマックスの計量舞踊学

の構想をふまえ、体の各部位の速度変化や角度変

化に着目した研究をおこなってきた（相原  2021）。

ローマックスは自身の計量舞踊学の構想のなか

で、通文化的に動作を観察する際の着目点として、

胴体が１つの単位（ユニット）としてか、あるい

はいくつかの単位として扱われているかを挙げ

ている（ローマックス  2007: 302）1)。筆者の参加

したグループでは、ローマックスの考えをもとに、

アフリカ各地のダンスの動作について、とくに肩

と腰の動きに着目してモーションキャプチャを

もちいた分析をおこない、肩と腰がそれぞれ異な

ったユニットとして扱われていることを数値化

して示すことに成功した。（遠藤・相原・高橋 

2014）。エチオピアのダンスでも肩と腰とを異な

ったユニットとして扱う場合があることを明ら

かにした上で、腕や脚をもちいた多彩な動きをそ

こに加えていることを数値化して示した（相原・

遠藤・野田  2016, 2017）。

エチオピアのダンスにおける状況に応じた演

じ方のちがいについては相原（2021）にて論じた

が、そこでは各部位の速度変化と角度変化のグラ

フから直接読み取れた内容をもとに分析したの

みであった。本研究では、さまざまな状況におけ

るテンポのコントロールにかんして、フーリエ解

析をもちいた周期性の分析と、ダンサーへの聞き

取りをつうじた再帰的検証をおこなう。

上記の分析は、今後、本研究を発展させる際に、

複数人がいっしょに踊る状況および、ダンサーど

うしの動作の同調やズレにかんする考察へと繋

げるための布石でもある。そして本研究の「おわ

りに」では、ダンサーたちの実践にかんして、「環

境と実践」という観点での考察へと広げていくた

めの展望を示すことにする。

2. 都市部のダンスをめぐる状況と先行研究

エチオピアでは、国策として帝政期より政策の

一環として国内の各民族のダンスにかんする調

査と上演がおこなわれてきた。首都アディスアベ

バの国立劇場は、その中心的役割を担ってきた。

国立劇場にはエチオピアの文化の発信拠点とし

ての役割があり、今日でもダンス、民族音楽、演

劇などの上演がおこなわれている。国立劇場は

1955 年に建設された。2021 年の時点での監督官

庁は文化観光省であり、伝統的なダンスと音楽、
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演劇、モダン音楽、クラシック音楽などの定期公

演がおこなわれている。

表 1 国立劇場の演目

都市部のダンスをめぐる今日の状況は、2012

年の「文化政策」の改定を期に変わりつつある。

文化観光省による「文化政策」において、文化を

つうじた国家の調和と統合が目標のひとつとし

て掲げられた。それにともない、国立劇場では既

存の演目に民族的な偏りがあったことをふまえ

て、各地での調査と新演目の創作に取り組むよう

になった。レストランなどで演じられるダンスに

かんしても、対外的なイメージの向上と経済への

貢献が期待されるようになった。

各地域・各民族のコミュニティにおけるダンス

にかんする調査研究は、ヴァダシィなどによって

おこなわれてきた（Vadasy 1970）。しかし都市部

のダンスにかんしては、近年、文化政策において

対外イメージの向上や経済的役割への期待が高

まっているにもかかわらず、ほとんど研究がおこ

なわれてこなかった。都市部のダンスにかんする

先行研究には遠藤（2001）、川瀬（2021）などが

あるものの、いまだに数が少ない状況である。

本研究にかかわるものとして、遠藤による都市

部のダンスの研究について触れておく。遠藤

（2001）は、アディスアベバにおけるダンサーの

プロ化に着目し、ダンスを表現する場がコミュニ

ティからホテルやレストランなどのステージへ

と移っていく過程を描き出した。さらにダンスの

教育と学習の場についても、プロのダンサーが幼

稚園内のスペースを借りてダンス教室を開催し

ていることを紹介した。また、現地のダンサーか

らダンスの基本的な動作を学び、ダンスの特性に

ついて考察した。

筆者は、首都アディスアベバの国立劇場やレス

トランでの調査をもとに、都市部における伝統的

ダンスの特徴について考察した（相原  2021）。ア

ディスアベバのダンスには「地域・民族を単位と

して演目を立てる」「基本的な動作の組み合わせ

によって演目を創作する」という 2つの特徴があ

り、たとえば国立劇場の場合、26種類の地域名・

民族名を冠したダンス演目があった（表 1）2)。そ

して各演目には合計 262 種類の基本的な動作が

含まれていた 3)。そしてダンサーたちは、各演目

における基本的な動作を組み合わせることで演

目を創作していることがわかった。ダンサーたち

の技術習得の過程や経歴などの調査をつうじて、

これらの特徴は、アディスアベバの他の劇場やレ

ストラン、アマチュアグループにも共通して見ら

れることがわかった。

基本的な動作の創作によってダンスの定式化

がおこなわれる一方、ダンサーたちは独自に個々

の動作の演じ方を工夫したり、観客を楽しませる

ための演出を取り入れたりしていることもわか

った。本研究ではこの点に着目し、状況に応じた

基本的な動作の演じ分けを分析する方針を採る

ことにした。

3. 調査概要

3.1. 調査地および調査期間

筆者（相原）は、エチオピアの首都アディスア

ベバ特別市において 2017年 8月から 2019年 3月

にかけて通算 183 日間の現地調査をおこなった。

調査対象は国立劇場およびアディスアベバ市内

のダンスを鑑賞できるレストランであった。国立

劇場では、所属するダンサー、スタッフなどへの

聞き取り、観察、映像記録をおこなった。ダンス

を鑑賞できるレストランでは、定点観測、映像撮

影、関係者への聞き取りをおこなった。調査の一
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環として、国立劇場所属の男性ダンサーのウェグ

デラス・デベネ・タッセから、毎日約 1時間のダ

ンスレッスンを受けた 4)。

また、covid­19の流行により渡航調査が困難と

なり、2020 年 9 月からはインターネット経由で

ダンサーや歌手への聞き取りを継続している。

3.2. 動作の収録と分析の手順

調査のなかで、状況に応じた基本的な動作の演

じ分けを分析するための記録と聞き取りをおこ

なった。

動作の記録は、2019年 3月 8日と 13日に国立

劇場の練習場においておこなった。被験者は国立

劇場所属の男性ダンサーの S氏である 5)。練習場

内に 2 メートル四方のステージを想定してテー

プでマーキングし、そのなかで被験者が踊るよう

にした。これは収録した映像をもとに、動作を 3

次元のデジタル記録とするために必要な設定で

ある。記録のために 2台のビデオカメラをもちい

た。カメラの設置場所は、ステージ中央から上手

側と下手側の前方 45 度の方向へ直線を引き、中

央から 2メートルの位置とした 6)。カメラのシャ

ッター速度は 60fps に設定した。S 氏の顔、肩、

胸、腰、腕、手首、ひざ、足首などに約 2センチ

四方のテーピング用のテープを貼り、モーション

キャプチャ用のマーカーとした（図 2）。

図 2 国立劇場練習場での映像収録の様子（筆者撮影・

撮影日 2019年 3月 13日）

今回の収録では、状況に応じて生み出される多

様な表現の特徴の分析を試みるため、被験者の S

氏には「ゴッジャム」という演目の基本的な動作

のひとつである「エスケスタ」という肩を上下に

動かす動作を演じてもらった 7)。演じる際には

「国立劇場で踊る場合」「レストランのソロパー

トで踊る場合」「観客といっしょに踊る場合」と

いう 3つの状況を想定してもらい、それぞれの場

面での「エスケスタ」を収録した。

日本への帰国後、映像をもとに DKH 社製の

「Frame DIAS V」というモーションキャプチャ用

のソフトをもちいて、動作を 3次元のデジタル記

録に加工した。デジタル記録をもとに Excelをも

ちいて各部位の速度変化などを算出して分析を

進めた。

2020 年 12 月 30 日には、分析について検証す

るため、S氏へのオンラインでの聞き取りをおこ

なった。聞き取りの際は Facebook Messengerをも

ちいた。調査のサポートとして、国立劇場所属の

男性ダンサーの協力を得た。

4. 状況に応じた演じ方のちがい

3つの異なった状況に応じた「エスケスタ」の

表現のちがいについて、ここでは 3つの状況を設

定した理由と、見た目からわかる動作の概要につ

いて併記する。

1 つめは国立劇場のステージで演じる場合で

ある。この場面を選んだ理由は、国立劇場の練習

では、ダンサーどうしの動作のタイミングを合わ

せることが重視されていたからである。国立劇場

の演目は男性 4人、女性 4人の計 8人で演じられ

る場合が多い。男性全員または女性全員が同様の

振り付けを演じることが多く、1人だけが目立っ

た動きをすることはほとんどない 8)。ステージ上

で個性を発揮することよりも、チームワークが要

求される場面であると言える。S氏は、この状況

では歩行動作や前傾姿勢を交えながら、肩を上下

に動かすように「エスケスタ」を演じた。
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2つめはレストランのソロパートである。この

場面を選んだ理由は、ダンサーの個性がもっとも

発揮される場面であると考えたからである。国立

劇場の演目ではソロパートが入ることはほとん

どない。しかしレストランの場合、ソロパートは

もっとも盛り上がると同時に、観客からのチップ

を期待できる場面でもある。ソロパートは客足が

ピークになる 20 時半から 21 時くらいにおこな

われる。まずダンサー全員でアムハラ、グラゲ、

オロモなどの中から 1つの演目をおこない、1名

のみがステージ中央に立って、その演目を約 10

分間演じる。ソロではその演目に含まれる動作を

各自でアレンジできる。S氏の場合、ソロパート

の練習を毎日おこなっており、さまざまな創意工

夫（creation）を重ねているとのことであった。今

回の収録では、S氏は客席を見渡す動作や左右へ

の大きな跳躍を交えながら、肩を上下に動かして

「エスケスタ」を演じた。

3つめは観客といっしょに踊る場合である。こ

の場面を選んだ理由は、観客と演者とが密接に関

わり合いながら表現が生み出されるからである。

レストランではソロパートのあとなどに、ダンサ

ーたちがステージを降りて客席を周る。ダンサー

たちは目が合った客や体を揺らして楽しんでい

る客を見つけると立つように促し、いっしょにダ

ンスを踊る。ダンサーが客を先導する形で伝統的

なダンスをいっしょに踊る場合もあれば、ダンス

を知っている客を相手に、互いに競うようにダン

スを披露しあうこともある。今回の収録では、S

氏はエチオピアのダンスをあまり知らない 1 人

の観客といっしょに踊ることを想定した。そして

最初は「エスケスタ」の肩を上下させる動作を大

きくゆっくりおこない、観客が慣れるにつれて自

身の肩の動作を少しずつ速めていき、観客もそれ

に合わせて少しずつ速めるという状況を想定し

て演じた。

今回の収録から、「エスケスタ」という基本的

な動作を演じるとしても、状況に応じて動作の速

さを変えたり、さまざまな動作を加えたりするこ

とで異なった演じ方をすることがわかった。

5. テンポの周期性の分析

本節では、それぞれの状況における動作の周期

性を分析する。前節で収録した 2方向からの映像

をもとに、「Frame DIAS V」をもちいて各部位の

マーカーの動きを 3 次元の座標データに変換し、

Microsoft 社の Excel をもちいて各部位の速度変

化と角度変化を出力した。速度変化については、

マーカーの座標をもとに、マーカーの移動距離を

時間で除算して秒速を算出した。角度変化につい

ては、左右両肩のマーカーを結んだ直線の傾きを

三角関数をもちいて算出した。その上でデータか

ら 512フレーム（8.533秒）を抽出して、Excelの

分析ツールをもちいて、速度と角度の数値にかん

して高速フーリエ変換（FFT）をおこなった 9)。

もし動作に周期性があれば、FFT によって周期

（Hz）と振幅が検出される。振幅の値については、

数値が大きいほど周期性を明確に検出できたこ

とを示している（図 3）。

図 3 ダンサー全員で踊る場合の右肩の速度変化の

FFT（周波数 3.046875Hz までを拡大）

1 つめのダンサー全員で踊る場合では、右肩、

左肩の速度変化はいずれも周期が 1.641Hz、振幅

は右肩が 20.830、左肩が 21.919 であり、左右と

もに 0.610秒の周期性が検出された。

2 つめのソロパートで踊る場合では細かなも

のをふくめて複数の周期性が見いだされ、そのな

かでもとくに目立ったものが 2つあった。1つは



11

左右とも周期が 0.469Hz、振幅は右肩が 20.527、

左肩が 21.942（左肩）であり、左右ともに 2.1333

秒の周期性が検出された。もう 1つは左右とも周

期が 0.820Hz、振幅は右肩が 15.839、左肩が 16.471

であり、左右ともに 1.219秒の周期性が検出され

た。2つの周期が検出された理由として、肩を上

下させながら左右への跳躍なども同時にしてお

り、複合的な動作であったことが原因であると推

察される。

3つめの客席で踊る場合については、徐々に動

作が速くなっていく状態を FFTにより検証した。

計 512 フレームを前半と後半の 256 フレームず

つに分けて、それぞれの周期性を比較した。速度

変化では明確な周期性を見出すまでに至らなか

ったが、左右の肩のマーカーを結んだ線の角度変

化については、前半の 0～256 フレームでは周期

が 0.234Hz、振幅は 5.685であり、4.267秒の周期

性が検出された。後半の 257～512 フレームでは

周期が、0.352Hz、振幅は 3.602であり、2.844秒

の周期性が検出された。前半と後半とで周期が縮

まったことから動作が徐々に速くなったことが

FFTでも検証できた。

6. テンポのコントロールにかんする再帰的検証

前節では動作の周期性に着目し、状況ごとに、

ダンスのテンポが一定であることや少しずつ速

まっていることを数理解析によって検証した。本

節では S氏への聞き取りをつうじて、ダンスのテ

ンポのコントロール方法を検証する。

S氏への聞き取りは、2020年 12月 30日 15時

30分（エチオピアの現地時間は 9時 30分）から

Facebook Messengerをもちいてオンラインにて実

施した。事前に 3つの状況での演じ分けの映像を

確認してもらい、そのうえで聞き取りに臨んでも

らった。聞き取りでは国立劇場所属の男性ダンサ

ーが、ネット接続、通訳、口唱歌（後述）の録音

をおこなった。

聞き取りの結果、S氏は頭のなかで歌をうたう

ことでテンポをコントロールしていることがわ

かった。1 つめの全員で演じる場合は“A­ze­ne­

be­le­nien （አዝንቢልኝ）”を 2回ずつ繰り返す歌を

もちいていた。この歌詞を直訳すつと「体を傾け

る」であるが、意図としてはゴッジャムのダンス

の「体を震わせるように動かす動き」を指してい

るとのことであった 10)。2つめのソロで演じる場

合は“E­ne­ka（እነክ）”を 3回ずつ繰り返す歌をも

ちいていた。S氏によるとこれはテンポを取る際

に使っている音で、歌詞に意味はないとのことで

あった。3 つめの客席で演じる場合は“ee­waa

（እዋ）”を 3 回ずつ繰り返す歌をもちいていた。

これも歌詞の意味はないとのことであった。

S 氏は演目「ゴッジャム」において、これら 3

種類の歌のみをもちいていた 11)。これらのテンポ

のコントロール方法は S 氏自身で考案したもの

であり、誰かからテンポのコントロール方法を学

んだことはないと述べていた。

なお、今回の聞き取りのサポートを務めた男性

ダンサーの場合、「ゴッジャム」では“zenabune 

zenabune  zenabune  michiew  Gojamune （ዝናቡን

ዝናቡንምቺዉጎጃሙን）”という歌をもちいていた。

おおよその意味は「ゴッジャムに降る雨が体に当

たって気持ちがいい」という内容である。

今回の聞き取りをつうじて、1人のダンサーで

も状況に応じてコントロール方法を変えている

ことや、ダンサーごとに異なった方法をもちいて

いることがわかった。

7. おわりに

本研究ではダンサーによる状況に応じたダン

スの演じ分けについて、とくにテンポのコントロ

ールに着目し、ダンスの動作をモーションキャプ

チャによってデジタルデータ化して数理解析に

よって動作の周期性を分析した。そのうえで被験

者のダンサーへの聞き取りをつうじて、分析を再

帰的に検証することができた。本研究をふまえる

と、今後はフィールドワークのなかでモーション
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キャプチャを運用しつつ、ダンサー個人の創意工

夫、ダンサー間の動作の比較、動作の習得過程な

どを記録しながら民族誌の資料としていくこと

が考えられる。

さらに、ここでは今後の展望について、もう少

し広い視野で論じたい。本研究ではフーリエ解析

をもちいて 1 人のダンサーにおける動作の周期

性を明らかにした。しかし同じ方法をもちいるこ

とで、複数のダンサーにおける動作の同調性やズ

レを分析できる。そのような観点から、同じ動作

を多人数でおこなうことによって生じる共感や

高揚感について論じたり、ズレから生み出される

創造性や文化の発展にまで視野を広げたりする

ことが可能ではないかと構想している 12)。

生態人類学とは異なる視点と方法ではあるが、

「環境」という概念を重視して芸能研究をおこな

ってきた研究領域として日本芸能史が挙げられ

る。日本芸能史では、芸能の演者と観客および、

それらをめぐる政治、社会、文化といった諸条件

によってつくられるものを「環境」と名付け、こ

れを研究対象とする方針が示されている（林屋

1947）。この方針はダンスなどの研究においても

有効である一方、2 つの課題を内包している。1

つは、芸能には演じられたその場で消えてしまう

「無形」という特性があり、所作の記録が残りに

くいことである（守屋 1981）。もう 1つは、日本

芸能史の場合、過去に起こった歴史上の出来事を

研究対象としていることに起因する。歴史研究で

は、過去のある一点における「環境」を所与のも

のとして扱うことになる。しかし人類学的研究と

して「環境」の視点を取り入れる場合、「環境」

のおける人びとの実践について、いま、ここでの

能動的な相互作用として記述することになる。

芸能の「環境」において、もっとも重要な実践

のひとつが所作である。日本芸能史にかぎらず、

スポーツ人類学やダンス研究においても所作の

記録は重要な課題であり、絵画、舞踊譜、映像と

いった記録方法がもちいられてきた（阪田 2020）。

モノとして残っている台本、絵画、道具などとは

異なり、形に残らない所作は、研究が難しい対象

であった。モーションキャプチャなどのデジタル

技術は、所作にかんする「無形」という特性を克

服できる可能性のあるツールとして、1990 年代

後半頃から活用されはじめたという事情がある。

本研究でも動作の記録と分析のためにモーシ

ョンキャプチャをもちいた。この方法には収録環

境が実験室的になるという欠点はあるものの、今

後の技術の進歩によって、「環境」における人び

との能動的な実践のひとつである所作を記録す

る方法として、より有用なものになっていくと考

えられる。本研究をそのための歩みのひとつとし

て位置づけることにしたい。
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脚注

1) ローマックスは、複数のユニットとして胴体

を扱う例について、アフリカからポリネシアま

での熱帯地方における上半身を固定しつつ下

半身の骨盤、腰、腹部周辺を動かす動作を挙げ

ている。

2) たとえばエチオピア北部のゴンダール地方の

ダンスをもとにした演目の場合、そのタイトル

は「ゴンダール」となる。ダンサーたちは、そ

れぞれの民族や地域には固有の名称を持つさ

まざまなダンスがあることを知っていたが、実

際の運用では、民族名や地域名がそのままタイ

トルになっていた。

3) 基本的な動作の詳細は、国立劇場所属のダン

サー全員の協力のもとで実施したグループイ

ンタビューと実演によって明らかにした。各演

目にふくまれる基本的な動作の数を平均する

と 1 演目あたり約 8.4 種類、もっとも少なかっ

たのは「ウォラガ・オロモ」の 3種類、もっと

も多かったのは「ショア・オロモ」の 19種類で

あった。ダンサーたちは、これらの動作はいっ

さい重複せず、すべて異なったものとして認識

していた。動作にかんする調査および各動作に

ついては、相原（2021）に示している。

4) このレッスンは、各演目にふくまれる基本的

な動作をひとつずつ学ぶ方針で進められた。1

つの演目にふくまれる動作をひととおり学ん

だ後にテストがあり、習得できていることが確

認されれば次の演目に進んだ。筆者は、本研究

で取り上げた動作もレッスンで学んだ。

5) S氏は国立劇場に所属しているが、アディスア
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ベバ市内のダンスを鑑賞できるレストラン

「2000ハベシャ」ではダンスマネージャーを務

めている。

6) 「Frame DIAS V」を使う場合、動作の撮影前

に、3 次元データ化の基準を決めるためにキャ

リブレーションの作業をおこなう。今回の収録

では 2メートル四方の立方体を基準として設定

した。この作業は厳密におこなう必要がある。

しかしビデオカメラの設置場所について厳密

に決める必要はない。今回は調査の手順を正確

に残すために、設置場所を厳密に設定した。な

お、キャリブレーションから収録まで、カメラ

の位置や設定を一切変えてはいけない。

7) 本文で示したとおり、収録場所は練習場であ

った。S 氏にはステージやレストランでの上演

を想定して演じてもらった。収録現場に観客は

おらず、演者の S 氏、筆者、調査協力者の計 3

名のみがいた。

8) 筆者が観察できた国立劇場の演目のうち、「ガ

ンベラ」では 1名、「アリ」では 2名が、他のダ

ンサーたちが周囲で見守るなかで、ステージ中

央に出て踊る演出がある。

9) FFT ではサンプル数を 2 の n 乗にする必要が

ある。分析にもちいた元データはすべて 9秒で

あったため、512フレーム（8.533秒）で区切る

ことにした。

10) 国立劇場のダンサーたちは、この動きを「ズ

ナブ（ዝናብ）」と呼んでいた。アムハラ語で「雨」

という意味である。

11) 偶然ではあるが、S氏が「ゴッジャム」でも

ちいている歌の種類と、収録時に想定した場面

とが一致したことになる。

12)  一定のテンポで踊ることがもたらす高揚感

については、小川（1988）による「ノリ」と「グ

ルーヴ」にかんする考察およびチクセントミハ

イ（2016）による「フロー体験」にかんする考

察などが挙げられる。

13）守屋（1981）で示された「環境論」と「芸態

論」の対立の克服というテーマは、所作、台本、

衣装などを、「環境」のなかにどのように理論的

に位置づけるのかという問題であったと考え

ることもできる。


